
ディスプレイは4つのボルトでしっかりと固定して
ください。

可動部分で指をはさまないように気を付けてください。

ディスプレイの調整は必ず両手で行い、片手での使用
はおやめください。

本製品を振動のある所に置くのはさけてください。

8kgを超えるディスプレイは取付けないでください。

アーム部に物を置かないでください。

室温の元で操作してください。

2ヶ月毎を目安に、ボルトを締め直してください。

以上の点に注意して取扱ってください。

モニタアーム(100-LA007)取扱説明書

09/04/TTDaC

使用ネジ

ボルトB×4本〔M4×12〕ボルトA×4本〔M4×8〕

タッピングボルト×2本〔4.8×52〕

インサート×2本

ワッシャーA×4枚

六角レンチ×2本

※穴が小さい方がワッシャーAです。

※穴が大きい方がワッシャーBです。

アーム×1個

※ボルトA、B、C、Dが最後まで締まらない、またボルトが少ししか
　回っていないなど、ボルトが合わない場合は、強度に十分ご注意の
　上、市販の適切なサイズのボルトをご用意ください。

ボルトD×4本〔M5×12〕ボルトC×4本〔M5×8〕

組立て部品

各部の調整方法

壁にアームを取付けます。1

★用意していただくもの・・・プラスドライバー、電動ドリル
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください。）

安全の為に注意していただく点

!

!

!

!

!

!

!

!

ドリルを使い壁に
直径3.2mm、深さ約40mm
の下穴をあけます。

1 アームを取付けます。2 インサートを埋め込んでからアームを取付けます。2

※壁に芯材が入っている場合が入っている場合
　（石膏ボードの場合は芯材のある場所に合わせて取り付けます）

注）壁の内部構造により取付け方法が違います。

※コンクリートの壁の場合
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ドリル
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タッピングボルト

アーム
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ドリル
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コンクリートドリルを使い壁
に直径8mm、深さ約50mm
の下穴をあけます。

1

インサート

使用ネジ

タッピングボルト〔4.8×52〕

タッピングボルト

アーム

使用ネジ

タッピングボルト〔4.8×52〕

ワッシャーB×4枚

ディスプレイをアームに取付けます。2

使用ネジ

ボルトB〔M4×12〕ボルトA〔M4×8〕 ボルトD〔M5×12〕ボルトC〔M5×8〕

※ディスプレイのネジ穴にあわせてボルトA、B、C、Dのいずれかをご使用ください。

※ネジ穴ピッチ75mm×75mmの場合 ※ネジ穴ピッチ100mm×100mmの場合

ワッシャー
※ボルトA、Bを使用する際は
　ワッシャーAを、ボルトC、D
　を使用する際はワッシャーB
　を使用します。ボルト

75mm

ワッシャー
※ボルトA、Bを使用する際は
　ワッシャーAを、ボルトC、D
　を使用する際はワッシャーB
　を使用します。ボルト

75mm 100mm

100mm

アームの動きが軽すぎ
たり、重すぎる場合は、
下側のボルトを六角レ
ンチでおさえながら上
側のボルトを回して調
節します。

六角レンチ

軽くなる重くなる

六角レンチ

ディスプレイの上下の角度を変える
場合は下記のボルトを4つとも緩め、
角度を調節してから固定します。

六角レンチ
固定する

緩める

可動部分で指などを
挟まないよう、十分
注意してください。

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。

下記の内容をよく理解して頂いた上で本製品を安全に正しくご使用ください。


